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運用報告書（全体版） 

次世代米国代表株ファンド 
（為替ヘッジあり） 

 

愛称：メジャー・リーダー（ヘッジあり） 

 
 

第30期（決算日：2024年６月７日） 

第31期（決算日：2024年９月９日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代米国代表株ファンド（為

替ヘッジあり）」は、去る９月９日に第31期の決算を

行いましたので、法令に基づいて第30期～第31期の

運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 無期限（2016年12月７日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託会社が判断した企業の株式に投資を
行います。マザーファンド受益証券の組入比
率は高位を維持することを基本とします。実
質組入外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはか
ります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。また、分配金額は運用実績
に応じて変動します。原則として、決算日の
基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000
口当たり）を超えている場合には、当該超え
ている部分について、分配対象額の範囲内で、
全額分配を行います。（資金動向や市況動向等
により変更する場合があります。） 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-261488-0000-20240909◇ 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

ファンドマネージャーのコメント
　当期間の運用で主眼を置いたポイントをご説明
させていただきます。

（投資環境についての考え方）
　当期間においては、投資環境はインフレへの懸
念が徐々に和らいだことにより、好転しているも
のの、インフレ自体は依然として高い水準にあり、
金融政策の緩和方向への転換を促すには、経済指
標などにてインフレの低下傾向が、なお継続的に
確認される必要があると考えました。同時に、急
速な利上げが、遅行して景気を冷やすことによる
景気後退リスクも完全に払拭されたわけではない
と考えました。金融環境の好転により下値は限定
的と考える一方で、2023年10月下旬以降の上昇
ペースが速かったことなどから、いったん利益確
定の売りがでることも予想され、上値は当面重い
と想定しました。
　このような環境下、成長が持続するかどうかを
踏まえながら、中長期的に業績拡大余地の大きい
優良成長株に投資を行いました。

（ポートフォリオの構築についての考え方）
　当ファンドは、米国の株式を実質的な主要投資
対象とし、値上がり益の獲得をめざし、今後の経
済環境、社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選し、約30

銘柄に投資を行ってまいりました。主として米国
の強みでもあるインターネット、医療システムの
改革の重要性の高まりや、ミレニアル世代台頭に
伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の
成長に注目しました。同時に、伝統的な老舗企業
でありながら、絶え間ない自己革新により環境変
化に対応する企業にも目を配りました。
　当期間は、適宜銘柄の見直しを行った結果、期
間の初めと期間末では、情報技術業種において１
銘柄が入れ替わりました。半導体メーカーである
「ADVANCED MICRO DEVICES」について全
売却し、同業界でより投資妙味が大きいと考えた
半導体メーカーである「NVIDIA CORP」を新規
買付しました。
　また為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減
をはかりました。

　 こ の よ う な 運 用 を 行 い ま し た 結 果 、
「UNITEDHEALTH GROUP INC」などの組入銘
柄の値上がりが基準価額の上昇に寄与したものの、
「 ESTEE  LAUDER  COMPANIES-CL  A 」 や
「MOBILEYE GLOBAL INC-A」などの組入銘柄
の値下がりが基準価額の下落に影響したことから、
基準価額は期間の初めに比べ1.9％（分配金再投資
ベース）の下落となりました。

株式運用部
ファンドマネージャー
柳原　武士 飯田　太郎 西　直人 安井　陽一郎 岡田　和晃

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

― 1 ―

01_ファンドマネージャー_10pt_1030075.indd   101_ファンドマネージャー_10pt_1030075.indd   1 2024/10/18   14:19:012024/10/18   14:19:01



品 名：02_90003_261488_031_03_次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）_1030075.docx 

日 時：2024/10/18 14:21:00 

ページ：2 
 

― 2 ― 

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ 配 当 込 み 、 
円ヘッジ・円換算ベース） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

22期(2022年６月７日) 8,589 0 △ 7.3 17,344 △2.0 99.9 － 1,672 

23期(2022年９月７日) 8,215 0 △ 4.4 16,302 △6.0 99.5 － 1,596 

24期(2022年12月７日) 8,440 0 2.7 17,494 7.3 96.9 － 1,627 

25期(2023年３月７日) 8,621 0 2.1 17,266 △1.3 97.9 － 1,614 

26期(2023年６月７日) 8,911 0 3.4 17,221 △0.3 98.0 － 1,612 

27期(2023年９月７日) 9,128 0 2.4 17,514 1.7 98.4 － 1,506 

28期(2023年12月７日) 9,293 0 1.8 18,174 3.8 97.7 － 1,456 

29期(2024年３月７日) 10,000 290 10.7 19,302 6.2 91.3 － 1,436 

30期(2024年６月７日) 10,000 97 1.0 19,229 △0.4 95.9 － 1,460 

31期(2024年９月９日) 9,711 0 △ 2.9 19,748 2.7 92.8 － 1,381 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（配当込み、円ヘッジ・円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したも

のです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 
（ 配 当 込 み 、 
円ヘッジ・円換算ベース） 

騰 落 率 

第30期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年３月７日 10,000 － 19,302 － 91.3 － 

３月末 10,221 2.2 19,822 2.7 95.4 － 

４月末 9,908 △0.9 19,022 △1.4 97.5 － 

５月末 9,910 △0.9 18,848 △2.4 94.7 － 

(期  末)       

2024年６月７日 10,097 1.0 19,229 △0.4 95.9 － 

第31期 

(期  首)       

2024年６月７日 10,000 － 19,229 － 95.9 － 

６月末 10,140 1.4 19,334 0.5 95.9 － 

７月末 10,078 0.8 20,008 4.1 95.2 － 

８月末 10,064 0.6 20,235 5.2 95.3 － 

(期  末)       

2024年９月９日 9,711 △2.9 19,748 2.7 92.8 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

運用経過
第30期～第31期：2024年３月８日～2024年９月９日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

（百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2024/３/７ 2024/５/８ 2024/７/３ 2024/８/30

純資産総額：右目盛

参考指数：左目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 30 期 首 10,000円
第 31 期 末 9,711円
既払分配金 97円
騰 落 率 －1.9％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

基準価額は期間の初めに比べ1.9％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

「UNITEDHEALTH GROUP INC」などの組入銘柄の値上がり
が基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

「 ESTEE  LAUDER  COMPANIES-CL  A 」や「MOBILEYE 
GLOBAL INC-A」などの組入銘柄の値下がりが基準価額の下落
要因となりました。

下落要因

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

第30期～第31期：2024年３月８日～2024年９月９日

投資環境について

次世代米国代表株ファンド（為替
ヘッジあり）
次世代米国代表株マザーファンド受益証
券を通じて米国株式に投資を行うととも
に、実質組入外貨建資産については、原
則として為替ヘッジを行い為替変動リス
クの低減をはかりました。

次世代米国代表株マザーファンド
米国の株式を主要投資対象とし、値上が
り益の獲得をめざして運用を行いました。
銘柄選定にあたっては、今後の経済環境、
社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、約30銘柄に投資を行ってまいりまし
た。
主として米国の強みでもあるインター

ネット、医療システム改革の重要性の高
まりや、ミレニアル世代台頭に伴う小売
分野の構造変化を踏まえた新しい企業の
成長に注目しました。同時に、伝統的な
老舗企業でありながら、絶え間ない自己
革新により環境変化に対応する企業にも
目を配りました。
当期間においては、投資環境はインフレ
への懸念が徐々に和らいだことにより、
好転しているものの、インフレ自体は依
然として高い水準にあり、金融政策の緩
和方向への転換を促すには、経済指標な
どにてインフレの低下傾向が、なお継続
的に確認される必要があると考えました。
同時に、急速な利上げが、遅行して景気
を冷やすことによる景気後退リスクも完

当該投資信託のポートフォリオについて

米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
期間の初めから2024年８月初めにかけて
は、３月の消費者物価指数（ＣＰＩ）の
上昇率が市場予想を上回ったことなどを
背景に利下げ期待が後退したことや、年
初来の株式市況を牽引していた大型ハイ
テク株の調整が入ったことから、下落す
る局面があった一方、半導体大手エヌビ
ディアをはじめとする企業の決算内容が

好感されたことや、４月以降の消費者物
価指数などの経済指標がインフレ鈍化を
うかがえる結果となったことを受けて長
期金利が低下したことから上昇し、株式
市況は期間の初めに比べほぼ横ばいの水
準となりました。その後は、堅調な経済
指標を背景に景気の軟着陸期待が高まっ
たことから、株価は上昇し、期間の初め
に比べ上昇にて期間を終えています。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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第30期～第31期：2024/３/８～2024/９/９

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はダウ・ジョーンズ工業株価平均（配当込み、
円ヘッジ・円換算ベース）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

－4.0

－2.0

0.0

2.0

4.0

第30期
2024/３/７ ～
2024/６/７

第31期
2024/６/７ ～
2024/９/９

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

全に払拭されたわけではないと考えまし
た。金融環境の好転により下値は限定的
と考える一方で、2023年10月下旬以降
の上昇ペースが速かったことなどから、
いったん利益確定の売りがでることも予
想され、上値は当面重いと想定しました。
このような環境下、成長が持続するかど
うかを踏まえながら、中長期的に業績拡
大余地の大きい優良成長株に投資を行い
ました。
適宜銘柄の見直しを行った結果、期間の
初めと期間末では、情報技術業種におい
て１銘柄が入れ替わりました。
また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、

株価の動きに対応した個別銘柄の組入比
率調整を適宜行いました。
半導体メーカーである「ADVANCED 
MICRO DEVICES」について全売却し、
同業界でより投資妙味が大きいと考えた
半 導 体 メ ー カ ー で あ る 「 NVIDIA 
CORP」を新規買付しました。また、前
期間末から当期間の初めにかけて実施し
ていた一般消費財・サービス業種におけ
る銘柄の入れ替えの過程で、先進運転支
援システムと自動運転システムの開発・
展 開 を 行 う 「 MOBILEYE  GLOBAL 
INC-A」を新規買付しました。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第30期
2024年３月８日～2024年６月７日

第31期
2024年６月８日～2024年９月９日

当期分配金（対基準価額比率） 97（0.961％） －（－％）

当期の収益 95 －

当期の収益以外 1 －

翌期繰越分配対象額 541 541

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

次世代米国代表株ファンド（為替
ヘッジあり）
マザーファンド受益証券を高位に組み入
れる方針です。
実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行い、為替変動リスク
の低減をはかります。

次世代米国代表株マザーファンド
インフレの鈍化を示す経済指標などから、
2024年内の利下げ観測が強まっています。
同時に、景気と企業業績は比較的堅調に
推移しているなど、株式市況を取り巻く
環境は好転しつつあると判断します。一
方で、2024年の年初来、市況上昇の牽引
役となった大型テクノロジー株が足元調
整するなど、利益確定と見られる売りも
見られ、需給面から市況の重荷となって
います。当面は、このような好悪材料が
拮抗する状況が予想され、下値は限定的
であるものの、現行水準からの上値もま
た重いと考えます。
米国特有の大きなイノベーションが起
こっている分野に注目して、変化に機動
的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世
代企業に投資します。景気や金利の動向
についての不透明感は、完全には払拭さ
れていない状況ですが、マクロ動向の如
何にかかわらず、イノベーションなどの

中長期的な投資テーマに変化はないもの
と考えます。現在は、米国の強みでもあ
るインターネットとそれに伴う消費関連
分野、人工知能（ＡＩ）を含むソフト
ウェアとそれを支える半導体、ヘルスケ
ア領域における先進的な医療など、中長
期的に妙味があると考える領域で事業を
行う企業の成長に注目しています。同時
に、伝統的な老舗企業でありながら、絶
え間ない自己革新により環境変化に対応
し続けている優良企業にも目を配ってい
ます。投資対象銘柄の中長期的な成長余
地は大きいと判断しています。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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2024年３月８日～2024年９月９日

１万口当たりの費用明細

項目
第30期～第31期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 82 0.812 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (39) (0.392) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (39) (0.392) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.028) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 6 0.056 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (6) (0.056)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.000 (ｃ)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.000)

(ｄ)そ の 他 費 用 1 0.007 (ｄ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (0) (0.005) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 89 0.875

作成期中の平均基準価額は、10,038円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.60％です。

総経費率
1.60％

運用管理費用（投信会社）
0.77％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.01％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○売買及び取引の状況 (2024年３月８日～2024年９月９日) 

 

銘 柄 
第30期～第31期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 71,862 381,710 65,644 355,290 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年３月８日～2024年９月９日) 

 

項 目 
第30期～第31期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 83,513,551千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 132,528,629千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.63   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月８日～2024年９月９日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 

第30期～第31期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 18,151 4,182 23.0 18,090 4,166 23.0 

 
 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第30期～第31期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 67,857 19,152 28.2 7,402 － － 

平均保有割合 1.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2024年９月９日現在) 

 

銘 柄 
第29期末 第31期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 260,568 266,786 1,343,217 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2024年９月９日現在) 

項 目 
第31期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 1,343,217 96.8 

コール・ローン等、その他 44,451 3.2 

投資信託財産総額 1,387,668 100.0 
 
（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（139,594,792千円）の投資信託財産総額（143,554,586千

円）に対する比率は97.2％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝142.78円    

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第30期末 第31期末 

2024年６月７日現在 2024年９月９日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,856,953,705   2,700,682,174   

 コール・ローン等 42,568,536   3,612,119   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 1,415,435,817   1,343,217,450   

 未収入金 1,398,949,278   1,353,852,584   

 未収利息 74   21   

(B) 負債 1,396,363,231   1,319,080,697   

 未払金 1,376,105,992   1,313,013,650   

 未払収益分配金 14,167,063   －   

 未払解約金 200,110   28,959   

 未払信託報酬 5,876,721   6,024,408   

 その他未払費用 13,345   13,680   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,460,590,474   1,381,601,477   

 元本 1,460,522,026   1,422,726,522   

 次期繰越損益金 68,448   △   41,125,045   

(D) 受益権総口数 1,460,522,026口 1,422,726,522口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 9,711円 
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○損益の状況 

項 目 
第30期 第31期 

2024年３月８日～ 
2024年６月７日 

2024年６月８日～ 
2024年９月９日 

  円 円 

(A) 配当等収益 5,037   8,983   

 受取利息 5,043   8,983   

 支払利息 △          6   －   

(B) 有価証券売買損益 19,845,921   △ 35,392,279   

 売買益 143,900,851   167,188,706   

 売買損 △124,054,930   △202,580,985   

(C) 信託報酬等 △  5,890,066   △  6,038,088   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 13,960,892   △ 41,421,384   

(E) 前期繰越損益金 47,013,067   43,923,373   

(F) 追加信託差損益金 △ 46,738,448   △ 43,627,034   

 (配当等相当額) (   32,203,035)  (   33,087,782)  

 (売買損益相当額) (△ 78,941,483)  (△ 76,714,816)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 14,235,511   △ 41,125,045   

(H) 収益分配金 △ 14,167,063   0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 68,448   △ 41,125,045   

 追加信託差損益金 △ 46,738,448   △ 43,627,034   

 (配当等相当額) (   32,250,021)  (   33,123,713)  

 (売買損益相当額) (△ 78,988,469)  (△ 76,750,747)  

 分配準備積立金 46,806,896   43,923,373   

 繰越損益金 －   △ 41,421,384   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 1,436,642,648円 

作成期中追加設定元本額 133,136,065円 

作成期中一部解約元本額 147,052,191円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9711円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は41,125,045円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2024年３月８日～ 
2024年６月７日 

2024年６月８日～ 
2024年９月９日 

費用控除後の配当等収益額 2,676,905円 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 11,283,987円 －円 

収益調整金額 32,250,021円 33,123,713円 

分配準備積立金額 47,013,067円 43,923,373円 

当ファンドの分配対象収益額 93,223,980円 77,047,086円 

１万口当たり収益分配対象額 638円 541円 

１万口当たり分配金額 97円 －円 

収益分配金金額 14,167,063円 －円 

 

  



品 名：04_90003_261488_031_03_次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）_1030075.docx 

日 時：2024/10/18 14:22:00 

ページ：16 
 

― 16 ― 

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○分配金のお知らせ  

 第30期 第31期 

１万口当たり分配金（税込み） 97円 0円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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